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  「健康相談活動」とは、日本養護教諭教育学会１）により次のように定義されている。 
  「養護教諭の職務の特質や保健室の機能を十分に生かし、児童生徒の様々な訴えに対し、常
に心的要因を念頭において、心身の健康観察、問題の背景の分析、解決のための支援、関係者
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  る｣５）。ものである。 
 
Ⅲ 研究方法 
  事例研究87事例  期間：平成17年４月６日～平成18年７月20日 
           方法：健康相談活動終了後、生徒が退室したのち相談活動時の会話を
中心に筆者自身が記録した。 
           87事例の相談内容を分析し相談内容を抽出、分類した。 
 
  評価実施11事例  期間：平成18年５月１日～平成18年９月20日 
           方法：健康相談活動87事例から、相談内容を20項目に分類できること
が判明した。それを元に評価質問紙を考案・作成した。回答は




               別紙に自由記述欄を設定し自由に記述させた。 
           日時：健康相談活動日から、およそ１週間後。 
           場所：保健室。 

















































生  徒( Ｓ ）：平成18年９月12日 吐き気を訴えて保健室来室。 
養護教諭(ＹＴ）：検温する。36.8度 検脈する。80拍 
       ：「脈は少し多いけど、熱は無いから心配はいらないよ」。 
       ：「何か他に気になることがありますか？」。ナラティヴ・セラピーの主要素① 
    ( Ｓ ）：「家に居るとき、過呼吸を起こしてしまう」。 
    (ＹＴ）：「家に居るときに起きるということは、何か家庭の中に気になることがあるの
ですか？」。主要素① 
    ( Ｓ ）：「父が浮気をしているらしくって、私が父を責めると暴力を振るうのです」。 
        ｢あと、クラスの友人関係も少し悩んでいます」。主要素① 
    (ＹＴ）：お父様の暴力は、いつごろからですか？」。主要素① 
    ( Ｓ ）：「小６からです」。「私が過呼吸を起こすと、お父さんはどうしてよいか解らず
怖がっていて馬鹿みたい」。主要素① 
    (ＹＴ）：「長かったですね」。主要素④ 
    ( Ｓ ）：「はい」。 
    (ＹＴ）：「ご両親のことは、大人同士の関係であり貴女が、解決できることではないで
すよね」。主要素⑤ 
        ｢貴女が、選んで生まれた家族ではないですよね」。主要素⑤ 
        ｢お父様の暴力は貴女に何をもたらしましたか？」。主要素⑤ 
    ( Ｓ ）：「痛みと悲しみと疲れ」。 
    (ＹＴ）：「これからは貴女の未来のためにエネルギーを使ったらどうかな。ご両親のこ
とは見守ることにして」。主要素⑥ 
    (ＳＴ）：「何もできなかった無力のころの貴女を思い出して下さい」。主要素⑧ 
    ( Ｓ ）：「私の問題ではなかったのですね」。「自分の未来のために進学にエネルギーを
使います」。→オルタナティヴ・ストーリーへ。 









Ａ高等学校２年生女子 Ｂ子 相談時間１時間 
ドミナント・ストーリー 



















生  徒( Ｓ ）：平成18年５月31日 渡り廊下で泣いていたところを通りがかりの教師に発見さ
れ、その教師に付き添われて来室。 
養護教諭(ＹＴ）：泣き止むまで待つ。ナラティヴ・セラピーの主要素① 
        ｢どうしたの？」。 
    ( Ｓ ）：「担任が苦手、男友達ができてから外泊してしまい親に心配をかけているが止
められない。担任が怖いのですぐに謝ってしまい後から後悔する」。 
    (ＹＴ）：「担任は、貴女が選択したわけではないわね」。主要素③ 
        ｢男友達ができる前はどうでしたか？」。主要素⑦ 
    ( Ｓ ）：「普通によい子でいました」。 
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    (ＹＴ）：「それでは、毎日会うけど外泊はしないとか」。主要素⑤ 
    ( Ｓ ）：「私はコミニュケーションが苦手で男友達を頼りにして学校生活を送ってしま
う。小、中と不登校したし、親には暴言を吐いてしまうのです」。 
    (ＹＴ）：「コミュニケーション下手は、マイナスばかりではないかもしれないよ、例え
ば誠実さが伝わったり・・」。主要素⑥ 
    ( Ｓ ）：「担任に謝ることを取りあえず止めてみます」。 
        ｢そして、心を込め『はい』と答えます」。→オルタナティヴ・ストーリーへ。 
 担任教諭との連携 
   担  任(  Ｃ ）：「Ａ子はとても我が儘で、嘘ばかりつくのです」。 
















































    ( Ｓ ）：「クラスの友人５人グループが２対２対１に分かれてしまい、ひとりになって
しまった。どのように話の輪に入ってよいのか解らない」。 
        ｢大勢で話すのが苦手で、２人で、じっくり付き合うのがすきなんです」。 
    (ＹＴ）：「クラス以外のお友達はどうですか？」。主要素⑦ 
    ( Ｓ ）：「地元に幼稚園から仲の良い友達がいます」。 
        ｢部活の中にも友人がいます」。 
    (ＹＴ）：「それなら、幸せですね。貴女に問題があって、うまくいかないようではない
ですね」。「友人は、そんなに多くいないといけないものですか？」。主要素⑥ 
    (ＹＴ）：「他の人を変えることは難しいから貴女の中で、この問題が小さく感じられる
ようにしましょう」。主要素⑤ 
    ( Ｓ ）：「でも、人の目が気になる」。 
    (ＹＴ）：人の目は、貴女に何をもたらしますか？」。主要素③ 
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    ( Ｓ ）：「・・・・・」。 
    (ＹＴ）：「人の目は心地よさを貴女に運んできますか？」。主要素③ 
    ( Ｓ ）：「運んでこない」。 
    (ＹＴ）：「では、何が貴女に心地よさを運んできてくれますか？」。主要素⑤ 
    ( Ｓ ）：「前向きに行動すること」。 
    (ＹＴ）：「貴女が前向きに行動すると貴女は心地よくなり、その結果、人の目も変わる
かもしれないね」。→オルタナティヴ・ストーリーへ。 







    ( Ｓ ）：平成18年９月11日 遅刻して登校。そのまま保健室へ来る。相談時間１時間30
分 
    (ＹＴ）：「どうしたの？」。ナラティヴ・セラピーの主要素① 
    ( Ｓ ）：「ひとりぼっちで学校に居場所がない」。「家にも居場所が無い」。 
    (ＹＴ）：「お母さんにお話してみましたか？」。主要素① 
    ( Ｓ ）：「母は膠原病なので心配かけたくない」。「家では何もないフリをしている」。 
    (ＹＴ）：「そうかあ、頑張っているね」。主要素① 
    ( Ｓ ）：「うん」。 
    (ＹＴ）：「じゃあ、今度は、その頑張りを将来の目標のために使おうか」。主要素② 
        ｢エネルギーの無駄遣いは地球にやさしくないよ」。主要素③ 
    ( Ｓ ）：「うん」。 
    (ＹＴ）：「誰に遠慮することなく、貴女のやりたいように行動してごらん」。主要素② 
        ｢そうそう、まずは好きなだけ保健室で休んでから帰りなさい」。 
    ( Ｓ ）：ソファーにかけて40分程､ うとうとし目を覚まして ｢先生､ そろそろ帰ります｣｡ 
    (ＹＴ）：見送る。 
平成18年９月21日 面談の予定はなかったがＣ子自ら来室。 






    (ＹＴ）：「そうだね、よかった」。 
 

















評価項目 事例１ 事例２ 事例３ その１ 
事例３ 
その２ 
１ 勉強に前向きになった。 ４ ４ ２ ４ 
２ 部活動に前向きになった。 無回答 ４ ４ ４ 
３ 学校が楽しくなった。 ４ ４ ２ ４ 
４ 将来の目標ができた。 ５ ３ ４ ５ 
５ クラスでの友人関係がよくなった。 ③ ３ ③ ③ 
６ 部活動での友人関係がよくなった（先輩含む） 無回答 ３ ３ ３ 
７ 異性との関係がよくなった。 ４ ④ ２ ３ 
８ 担任の先生との関係がよくなった。 ５ ④ ３ ３ 
９ 部活の顧問の先生との関係がよくなった。 無回答 ３ ３ ３ 
10 教科担任の先生との関係がよくなった。 ３ ３ ３ ３ 
11 家族関係がよくなった。 ③ ④ ３ ４ 
12 学校外での友人関係がよくなった。（年上、年下含む）。 ４ ３ ３ ５ 
13 学校外の生活が楽しくなった。 ５ ４ ３ ５ 
14 気持ちが落ち着いた。 ⑤ ⑤ ④ ⑤ 
15 規則正しい生活（食事、睡眠など）ができるようになった｡ ３ ④ ３ ４ 
16 体調がよくなった。 ３ ３ ３ ４ 
17 自分の将来が楽しくなりそうな気がしてきた。 ５ ３ ３ ４ 
18 自分自身を肯定できるようになった。 ４ ３ ３ ３ 
19 身の回りに起こることを肯定的に考えられるようになった｡ ４ ３ ３ ３ 
20 今後、悩んだ時どうすればよいかわかるようになった。 ３ ３ ２ ４ 






  判定５そう思う ４ややそう思う ３どちらでもない ２あまり思わない １全く思わない        
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  また保健室は学校内において、保健室にしかない資源を備えている。それは、ベッド・薬・
包帯・生態学的情報・養護教諭が創り出す空間・生徒が作り出す個性豊かな空間等である。身
体的ケアを行いながら、これらの資源を意図的に活用し、ごく自然な働き掛けの中でナラティ
ヴ・アプローチを実践することが養護教諭の「健康相談活動」においては有益であり、独自性
の発揮につながるとも言える。「教育の臨床エスノメソドロジー研究」の中で秋葉は次のよう
に述べている。「保健室で養護教諭が生徒の悩み相談にのる場合、養護教諭と生徒の双方が共
有する在庫知識（人間関係論的、生活史的カテゴリー）が用いられ話題が展開しているばかり
でなく、学校、保健室における、さまざまな生態学的要素が用いられ、やりとりが進められて
いる」６）。その時、養護教諭は保健室の空間を、生徒の「自己を語る空間」から「自己を語り
直す空間」へと創造しているのである。即ち、生徒のリアリティを社会的文脈で捉え保健室資
源を教育的に活用し、会話、言語を中心とした関係性を創造し生徒にアプローチしていると言
える。 
 
Ⅴ まとめと今後の課題 
  筆者の保健室におけるナラティヴ・アプローチは少ない事例ではあるが、大方、効果が高い
という結果が得られた。本研究は、高等学校におけるものであったが、小・中学生にも十分通
ずるものと思われる。何故なら、投げかける言語、会話のレベルを考慮すればよいし、人は自
分自身の人生の専門家であることにおいては、小・中学生も共通であるからである。むろん、
自分自身の人生の専門家であると言っても発達段階に即した教育的配慮は必要であろう。むし
ろ小・中学生の頃からナラティヴ思考（仮称）を身に付けることでセルフケアの力が育つので
はなかろうか。この点については今後研究する必要がある。 
  以上、本研究結果は「健康相談活動」におけるナラティヴ・アプローチは養護教諭の一つの
重要な任務になり得ることを示唆していると言える。 
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